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第12回市町村対抗子ども駅伝大会

広報曽爾　2017年（平成29年）4月1日発行　通巻546号
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　3 月 4 日（土）馬見丘陵公園にて
県内 39 市町村の小学生チームが参
加し開催されました。曽爾チーム全
員が一丸となって練習を頑張り、大
会に挑みました。
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平
成
29
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
定
例
会
は
、

３
月
10
日
か
ら
同
月
29
日
ま
で
の
20
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
は
、
平
成
29
年
度
施
政
方
針
や
教

育
方
針
に
基
づ
く
事
業
な
ど
当
初
予
算
を
審
議

し
ま
し
た
。

□
農
事
組
合
法
人
等
運
営
資
金
貸
付
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
村
内
で
活
動
す
る
農
事
組
合
法
人
等
の
運
営

資
金
を
安
定
化
さ
せ
、
円
滑
な
事
業
推
進
を

図
る
た
め
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

及
び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
教
育
委
員
長
の

職
が
教
育
長
と
一
体
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
、
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
が
施
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
地
積
図
、
座
標
値
図
根
点
及
び
座
標
値
筆
界

点
交
付
の
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
法
及
び
関
係
省
令
が
改
正
さ
れ
、

「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

□
曽
爾
村
介
護
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
法
及
び
関
係
省
令
が
改
正
さ
れ
、

地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
基
準
に
準
じ
、
認

知
症
対
応
通
所
介
護
に
運
営
推
進
会
議
を
位

置
づ
け
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
に
伴
い
、
近

隣
及
び
村
内
の
県
有
地
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

選
挙

・
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
に
お
い
て
選
挙
し

た
も
の

　
　

　
委　
員　
　
瀧
岡　
　
勇　
氏

　
　
同　
　
　
吉
田　
朝
子　
氏

　
　
同　
　
　
中
村　
憲
央　
氏

　
　
同　
　
　
木
治　
や
す
み
氏

　　
補
充
員　
　
枡
田　
　
勇　
氏

　
　
同　
　
　
西
口　
博
正　
氏

　
　
同　
　
　
中
島　
省
子　
氏

　
　
同　
　
　
田
尻　
政
代　
氏

　
任
期　
平
成
29
年
３
月
19
日
～

　
　
　
　
平
成
33
年
３
月
18
日

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

議
会
だ
よ
り

総額　30億3,720万円
（一般会計　21億5,400万円）
（特別会計　  8億8,320万円）

平成29年度当初予算可決
（一般会計・特別会計）

 第１回 定例会 ３月10日～３月22日（13日間）主
な
議
案
と
審
議
結
果

■ 

条
　
例

■ 

人
事
案
件

■ 

補
正
予
算
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８
０
，
４
１
２
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，
１
０
２
，

３
１
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
財
政
の
健
全
運
営
を
図
る

た
め
、
今
後
の
公
債
費
の
繰
上
償
還
及
び
公

共
施
設
等
整
備
に
備
え
て
、
減
債
基
金
な
ど

の
積
立
金
の
増
額
、
そ
の
他
不
用
額
の
減
額

を
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
，
６
７
５
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
８
７
，
７
８
２
千
円
に
、
既
定
の
直
営

診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら

１
３
，
３
６
１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３
，

３
７
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で
は
療
養
給
付

費
等
の
減
額
、
直
営
診
療
施
設
繰
出
金
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
医
科
並
び
に

歯
科
医
師
人
件
費
等
の
減
額
、
医
療
用
消
耗

材
料
費
の
減
額
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
移
行
等
に
伴
う
医
療
用
衛
生
材
料
費
の
減

額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

９
６
，
３
４
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
３
２
，

１
６
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
簡
易
水
道
再
編
事
業
の
補

助
対
象
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
減
額
す
る
も

の
で
す
。

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

４
１
，
５
２
５
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
６
７
，

２
９
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給

付
費
な
ど
、
不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

１
，
０
４
０
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
９
，
９
６
０
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
広
域
連
合
納
付
金
の
減
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

  

条
例
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
、
平
成
28
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案

件
は
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
詳
細
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
次
回
の
定
例
会
は
、
６
月
で
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は
一

般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ

る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
自

分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政
の
方
針
な
ど

を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の
傍
聴
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場
傍

聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
３
月
６
日
（
月
）
に
東
京
の
東
海
大
学
交
友

会
館
で
開
催
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
食
品
産
業

セ
ン
タ
ー
主
催
の
平
成
28
年
度
優
良
ふ
る
さ
と

食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
、
曽
爾
村
観

光
振
興
公
社
が
新
製
品
開
発
部
門
で
一
般
財
団

法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

  

受
賞
し
た
食
品
は
ゆ
ず
と
ホ
ッ
プ
の
合
わ

さ
っ
た
苦
み
が
特
徴
の
ゆ
ず
風
味
の
ビ
ー
ル

「
ゆ
ず
ふ
わ
り
曽
爾
高
原
フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル
」

で
す
。

  

全
国
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
食

品
の
中
で
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
物

の
加
工
利
用
の
面
で
特
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ

た
食
品
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
優
良
ふ
る
さ
と

食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

■ 

審
議
結
果

■ 

一
般
質
問

■ 

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ



4

ダンス「スマイル」を踊りました☆

ずっと仲良し青組さん♡

思い出話・・・「みかん狩りに行ったことが楽
しかったです。」

みんなで手をつないで「こころのねっこ」
を唄いました♪

“今までありがとう”の気持ちを込め
てプレゼントを贈りました。

お弁当箱におうちの人から愛情たっ
ぷりのおかずを入れてもらいました。
給食の温かいご飯とすまし汁もおい
しくいただきました。

☆お別れ会☆
　

３
月
17
日
（
金
）
に
卒
園
す
る
５
歳
児
青
組
の
お
別
れ
会

を
行
い
ま
し
た
。
青
組
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
、
思
い
出
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

昼
ご
飯
も
園
児
全
員
が
集
ま
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
青
組
さ
ん
、
小
学
校
へ
行
っ
て
も
素
敵
な
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

２
月
26
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
面
接
（
プ
レ
ゼ
ン
）
が
行
わ

れ
、
12
名
の
応
募
者
が
今
後
の
村
お
こ
し
の
熱
い
思
い
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ
、
各
分
野
３
名
の
隊
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。
採
用
日
に
つ
い
て
は
全
員
４
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
隊
員
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
５
月
号
広
報
よ
り
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○森を活かしたなりわい創出プロジェクト
　渡利晃輔（神奈川県横浜市）　　活動分野　林業
○ぬるべの郷復活プロジェクト
    並木美佳（埼玉県さいたま市）　活動分野　うるし
○自然里山魅力発掘プロジェクト
    森田千裕（三重県伊賀市）　　　活動分野　観光

お問い合わせ　曽爾村役場企画課　☎94-2101

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

決
ま
り
ま
し
た
！

面接の様子
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今
大
会
は
大
会
要
項
（
男

子
４
、
女
子
４
）
を
満
た

せ
ず
、
オ
ー
プ
ン
参
加
で
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
選
手
達
は
自
分
の
立
て

た
目
標
を｢

達
成
す
る｣

と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
大
会
に

挑
み
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
「
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
レ
ー
ス
」
（
個
人
競
走
種

目　

１
，
５
２
５
ｍ
）
で

は
、
曽
爾
村
か
ら
１
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。
精
一

杯
走
り
き
り
、
２
ヶ
月
間
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　
学
校
の
先
生
方
を
は
じ
め

保
護
者
及
び
地
域
の
皆
様
方

の
大
き
な
支
え
と
ご
声
援
の

お
か
げ
で
、
最
後
ま
で
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

曽爾チーム
○選手
 〔６年生〕
　　礒野秀梧
　　大向愛梨
　　岡本楓空
　　岡本穂香
　　椿根和真
　　萩原亘
　　松岡美世
 〔５年生〕
　　髙山大尊
 〔４年生〕
　　椿根拓真
○監督
　山浦康二
○コーチ・指導者
　曽爾村体育協会・
　小学校教職員

　　(敬称略)

８
区
間
（
男
子
５
、
女
子
３
）　

 

総
距
離
：
１
３
，
８
３
４
ｍ　

 

記
録
：
61
分
25
秒

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
28
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
り
、
「
曽
爾
の
獅

子
舞
」
継
承
と
地
域
活

性
化
の
た
め
次
の
物
品
の

購
入
、
修
繕
を
行
い
ま
し

た
。

購
入
：
獅
子
頭

　
　
　
一
本
角
獅
子
頭

　
　
　
獅
子
舞
覆
い

　
　

 

（
２
覆
い
）

修
繕
：
獅
子
頭

　
　
　
荒
舞
系
獅
子
頭

　
　
　
神
楽
系
獅
子
頭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
…

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
等

を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

タイムトライアルレース
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○介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）とは？
　介護予防・日常生活支援総合事業（以下、「総合事業」）とは、高齢者がいつまでも地域で自立した
日常生活を営むことを目的に、村が実施する介護予防のための事業です。
　65 歳以上の方の心身状態や必要性に合わせて、「介護予防・生活支援サービス事業」や「一般介護
予防事業」を利用することができます。

○訪問型サービス・通所型サービスを利用したい場合は、どのような手続きをしたらいいの？
　訪問型サービス・通所型サービスを利用する場合は、従来の介護認定を受けなくても、「基本チェッ
クリスト（日常生活に必要な機能が低下していないかを調べる簡単なアンケート）」の判定で、サービス
を利用することができるようになります。
　ただし、明らかに要介護認定申請が必要な方については要介護認定申請の手続きへとつなげます。
　まずは、相談窓口「保健福祉課」又は「曽爾村地域包括支援センター（保健福祉課内）」にご相談し
てください。

○要支援１・要支援２をお持ちの方の訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護（デイサービス）
はどうなるの？

　平成 29 年４月以降に要支援１・要支援２の認定を受けられた方（認定有効期間の開始日が平成２９
年４月１日以降の方）の訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護（デイサービス）は、全国一律
の基準に基づくサービスから曽爾村が実施する総合事業の「訪問型サービス」と「通所型サービス」に
移行されます。
※当面の間、これまでの訪問介護、通所介護は、総合事業で実施される訪問型サービス、通所型サー

ビスと同一の内容・単価でのサービスとなります。
※既に要支援認定、要介護認定をお持ちの方は今までどおりの介護サービスを受けられます。
※要支援認定の更新時期になられる方につきましては、改めて総合事業のご案内をさせていただきます。

お問い合わせ　曽爾村役場保健福祉課　曽爾村地域包括支援センター　☎ 0745-94-2103

  平成29年4月から介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が始まります！

事業名 サービス名 サービス内容

介護予防・生活支援
サービス事業

訪問型サービス
（ホームヘルプサービス）

ホームヘルパーが訪問して、日常生活でのさまざまな身
体介護や生活援助などを行います。

通所型サービス
（デイサービス）

通所介護施設などで、日常生活でのさまざまな支援、生活
機能を向上させるための機能訓練などを行います。

一般介護予防事業 ― 65歳以上の方を対象に健康いきいき教室、料理教室、地
域の見守り活動支援などを行います。

相談（65歳以上の人）　保健福祉課、包括支援センターが窓口となります。

基本チェックリストによる確認（生活機能のチェック）要介護・要支援認定の申請

要介護1～5の人 要支援1・2の人

ケアプラン作成 介護予防サービ
ス計画

従来の介護
サービス

従来の介護予防サー
ビス（訪問介護、通所
介護を除く）

非該当の人
生活機能の低下
が認められる人
（事業対象者）

介護予防ケア
マネジメント

介護予防・生活支援
サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス

一般介護予防事業
・健康いきいき教室
・料理教室
・普及啓発事業
　　　　　　　など

自立した生活
が送れる人

元気な高齢者

総合事業サービス利用の流れ

総合事業

介護サービス（要介護1～5） 変更なし

変更なし
介護予防サービス
（要支援1・2）

介護予防事業

総合事業
○介護予防・生活支援サービス
・訪問型サービス　　・通所型サービス
○一般介護予防事業

・訪問看護　・福祉用具  等
・訪問看護（ヘルプサービス）
・通所介護（デイサービス）

現行のサービス 平成29年4月からのサービス
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　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所
得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉 １１８万円  ＋ ｛ 扶養親族等の数 × ３８万円 ｝
　平成29年4月以降学生であって、学生納付特例制度により納付猶予を希望される場合は「学生
証の写し」または「在学証明書」、「印鑑」を持参の上、住民生活課（☎94-2102）もしくは桜
井年金事務所（☎0744-42-0033）において申請してください。
　平成28年度に学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成29年度も引き続
き在学予定の方は、３月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送
付されていますので、必要事項を記入し返送いただくことにより、平成2９年度の申請ができま
す。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成29年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、桜井年
金事務所（☎0744-42-0033）にご連絡ください。

お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課

　

受
給
者
ま
た
は
対
象
児
童
の
住

所
が
変
更
に
な
る
と
児
童
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
児
童
手
当

・
転
出
す
る
場
合
…
「
受
給
事
由

消
滅
届
」

・
転
入
す
る
場
合
…
「
認
定
請
求

書
」

・
村
内
で
住
所
が
変
わ
る
（
転

居
）
場
合
…
「
住
所
変
更
届
」

　

申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
（
認
定
請
求
書
の
場
合
、
受

給
者
の
被
保
険
者
証
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
・
課
税

証
明
書
・
受
給
者
名
義
の
通
帳
も

必
要
で
す
）
。
ま
た
住
所
変
更
に

よ
っ
て
対
象
児
童
と
住
所
が
異
な

る
場
合
は
、
「
児
童
が
属
す
る
世

帯
全
員
の
住
民
票
」
と
「
別
居
監

護
申
立
書
」
が
必
要
で
す
。

　

転
入
日
（
転
居
日
）
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
に
、
住
民
生
活
課

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
請
求
の

場
合
、
申
請
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当

　

変
更
し
て
か
ら
14
日
以
内
に
転

出
並
び
に
転
入
す
る
市
町
村
で

「
住
所
変
更
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課
ま

た
は
転
出
先
の
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　
☎
９
４-

２
１
０
２

受
給
中
の
方
で
住
所
変
更
さ
れ
る
方
は
児
童

手
当
等
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

 平成29年度国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

実 施 期 間　４月６日（木）から１５日（土）
スローガン　交通事故のない　やすらぎの　大和づくり　～大和の交通マナーを高めよう～
運動の基本　子供と高齢者の交通事故防止　～事故にあわない、おこさない～
運動の重点　①歩行中・自転車乗用中の交通事故防止　②後部座席を含めた全ての座席のシート

ベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底　③飲酒運転の根絶　④二輪車・原
付車の交通事故防止（奈良県重点）

村民一人ひとりが交通安全意識を高めてルールを守り、交通事故の防止に努めましょう。

 平成29年春の交通安全県民運動
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自
動
車
運
転
者
の
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
る
た
め
、
秋
に
優
良
運
転

者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
さ

れ
る
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
５
月
１
日
～
５
月
31
日

　
９
時
～
16
時
※
土・
日・
祝
日
お

よ
び
12
時
～
13
時
は
除
き
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格
　
①
桜
井

警
察
署
宇
陀
警
察
庁
舎
管
内
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
運
転
免
許
保

持
者
で
あ
る
こ
と　

②
自
動
車

及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

表
彰
の
種
別
・
条
件　
表
彰
の
種
別

ご
と
に
条
件
を
充
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰

○
上
級
顕
彰
を
受
け
て
か
ら
１

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

○
過
去
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
、
免
許
の
停
止
処
分
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

②
緑
十
字
銅
章

○
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
を

受
け
て
い
る
こ
と

○
自
己
責
任
に
よ
る
交
通
事
故

が
過
去
10
年
以
上
な
い
こ
と

○
交
通
違
反
が
過
去
５
年
以
上

な
い
こ
と

○
運
転
経
験
10
年
以
上
で
あ
る

こ
と

③
近
畿
交
通
栄
誉
章

○
緑
十
字
銅
章
を
受
け
て
か
ら

５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

と
○
運
転
経
験
20
年
以
上
で
あ
る

こ
と

○
交
通
事
故
・
交
通
違
反
が
10
年

以
上
な
い
こ
と

※
表
彰
人
数
に
制
限
が
あ
り
選
考
の

上
表
彰
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

桜
井
警
察
署
宇
陀
警
察
庁
舎
内

一
般
財
団
法
人　

奈
良
県
交
通

安
全
協
会　

桜
井
支
部
協
会　

宇
陀
地
区
協
会

☎
０
７
４
５-

８
２-

０
１
１
０

　

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や
療

育
・
教
育
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
並

び
に
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

〔
教
育
相
談
〕

小
学
部
実
施
日　

毎
週
火
曜
日
・

水
曜
日
・
金
曜
日
（
10
時
～
11

時
30
分
）
、
月
曜
日
・
金
曜
日

（
13
時
30
分
～
15
時
）

中
学
部
実
施
日　
毎
週
火
曜
日
・
木

曜
日
・
金
曜
日
（
９
時
40
分
～

12
時
）

高
等
部
実
施
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
中　

個
別
に
随
時
実

施
（
９
時
40
分
～
11
時
40
分
）

※
他
の
曜
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〔
学
校
見
学
会
〕

小
学
部
実
施
日　
５
月
11
日
（
木
）

　
９
時
50
分
～
11
時
40
分

中
学
部
実
施
日　
６
月
７
日
（
水
）

　
９
時
30
分
～
11
時
40
分
（
小
１
年

生
か
ら
小
５
年
生
対
象
）

高
等
部
実
施
日　
11
月
16
日
（
木
）

午
前
中
（
中
１
・
２
年
生
対

象
）

〔
体
験
学
習
〕

小
学
部
実
施
日　
個
別
に
随
時
実
施

中
学
部
実
施
日　

火
曜
日
・
木
曜

日
・
金
曜
日　

個
別
に
随
時
実

施
高
等
部　
個
別
の
教
育
相
談
後
、
随

時
実
施

※
い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校

　
奈
良
県
天
理
市
庵
治
町
３
５
８-

１

　

☎
０
７
４
３-

６
４-

３
０
８
１

（
窓
口　
各
部
主
事
）

日
時　
５
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
～
12
時
・
午
後
１
時
～
３

時
30
分

場
所　
次
の
２
カ
所
で
実
施
し
ま
す

○
奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町

２
２
番
地
の
１
）　

相
談
時
間

１
人
30
分
間　
先
着
20
名

○
経
済
会
館
（
大
和
高
田
市
大
中

１
０
６-

２
）　
相
談
時
間
１
人

30
分
間　
先
着
20
名

予
約
受
付　
４
月
10
日
（
月
）
～
５

月
１
日
（
月
）
ま
で

　
電
話
予
約
（
奈
良
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　一度に多くの品目を回収しますので、的確に分別し、収集場所のお間違いのないようお願いします。
回収日　５月６日（土）　※前日の５日（金）に収集場所に出してください。
集積場所　不燃物収集場所（かん・びんと同じ）
品目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯、割れた電球、水銀体温計、陶器、

板ガラス、割れたガラス
出し方　収集場所に、品目ごとに分別し、蛍光灯、乾電池など袋に入れられるものは破れにくい袋に入れ、

入らない物はひもで縛るなどして出してください。ボタン電池はテープで絶縁して出してください。割れ
ていない蛍光灯は紙などでくるんで出してください。
その他　業者の方は、自己責任により適切に処理してください。自動車のバッテリーは回収できません。

お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎ 94-2102

　環境美化のため、収集日の前日に出してください。

◎収集時間は収集量により一定ではありませんので、必ず各収集日の前日に出してください。
◎周辺地域への迷惑、また分別作業の妨げになりますので、きまり事は必ず守ってください。
◎きまり事を守っていないものについては、収集しません。
◎詳しい分別方法・収集場所等については、「ごみの分別（出し方）について」をご覧ください。
◎上記品目の収集場所は全て不燃物の指定収集場所です。公民館や集落センター等での回収はありま

せん。
◎わからないことがありましたら、曽爾村役場 住民生活課 ( ☎ 94-2102）までお気軽にお電話ください。

  平成29年度　一般家庭からでる不燃物の収集について

９，０００

２５，０００
１０，０００
１５，０００
１１，０００

一般農作業

耕うん＋代かき
耕 う ん
代 か き
機械田植

１日８時間男女の別、
賄なし

１０ａ当たり
賄なし

区　　分
平成29年度春期農作業賃金　　　　　（単位：円）

平成29年度 備　考

  蛍光灯・乾電池・陶器・ガラス等の収集について

  曽爾村農業委員会からのお知らせ 春期農作業賃金

品　　　目

☆かん・びん
☆粗大金属
☆電化製品
☆電気毛布・電気カーペット

毎月21日

平成29年
  5月6日㈯
  8月5日㈯
12月2日㈯

○かん・びんは必ず中をすすいでから指定の袋に入れてください。
○びんの収集袋に陶器類は入れないでください。
○タイヤ等のゴム類は必ず外して出してください。
○エンジン部分等のオイル類は必ず抜き取ってください。
○粗大金属の収集対象は金属部分のみです。
○粗大金属も収集場所はかん･びんと同じです。
○陶器・板ガラス・割れた蛍光灯は、破れにくい袋に入れてください。
○各品目ごとに分けて袋に入れて出してください。
○割れていない蛍光灯は、紙などでくるんで出してください。
○収集場所はかん･びんと同じです。

☆陶器・板ガラス
☆蛍光灯・電池・水銀体温計

収　集　日 き　ま　り　事

　　3 月の農業委員会において、春期
農作業賃金を右記のとおり定めました。
　なお、この金額は出し手、受け手の
目安として定めているものです。地域に
より条件が異なりますので、双方で話
し合い決定してください。

お問い合わせ
　曽爾村農業委員会
　（曽爾村役場地域建設課内）
 　☎ 94-2105
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☆周囲の人に迷惑をかけることなく、いじめたり捨てたりしないで愛情と責任を持って飼いましょう。
☆犬はつないで飼いましょう。
☆犬の登録は、個々の犬に対してのものです。新しい犬を飼われるときは、新たに登録が必要です。
☆犬が死亡したり、飼い主や飼い主の住所

が変わった場合、届出が必要です。
☆上記の登録や届出は、普段から役場で受

け付けております。
☆狂犬病予防注射は毎年１回受けなければ

なりません。
○犬の登録をされている方には、ハガキ「狂犬病予防注射のお知らせ」を今月末までに郵送しますので、

当日は必ずハガキと集合注射料金3,200円をご持参のうえ、最寄りの会場へお越しください。
○犬の登録をされている方でハガキが届かなかった場合は、役場までご連絡ください。
○犬の登録がお済みでない方も集合注射を受けることができますが、注射前に犬の登録が必要となり、

集合注射料金とは別に登録料3,000円が必要となります。

 犬を飼われている皆様へ

　肺炎は、日本人の死因第３位で、特に高齢者の死亡率は高くなっています。このような肺炎のうち30～
40％が肺炎球菌によるものと考えられており、ワクチン接種によって重症化防止などの効果が期待でき
ます。ぜひ、この機会に予防接種を済ませましょう。
定期予防接種
○期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
○予約　各医療機関（関本医院、曽爾村国保診療所、村外医療機関）へ直接予約下さい。
○助成対象者 

注意事項   
・過去に肺炎球菌予防接種を受けたことのある方は対象外となります。
・各対象者とも、定期予防接種の接種機会は生涯を通じて今回１回限りです。
○申請方法
●曽爾村・御杖村・宇陀市内の医療機関で受ける場合　直接医療機関に予約してから接種してくださ

い。　持ち物：案内ハガキ、自己負担金2,000円
●上記外の県内市町村の医療機関で受ける場合　事前に、保健福祉課で申し込み手続きが必要です。
 （申込み手続きには案内ハガキと2,000円が必要です。）                             
●県外の医療機関で受ける場合　直接医療機関に予約して全額負担で接種してください。接種後、

2,000円を差し引いた分を助成しますので、保健福祉課で手続きをしてください。
　持ち物：案内ハガキ、領収書、接種済み証、印鑑
上記の対象者以外の方へ
○定期予防接種の対象者以外の方（対象年齢外の方、対象年齢だが過去に接種歴がある方）で接種を

希望される場合は、１回につき3,000円の助成を行っており、医療機関で全額支払った後、領収書・接
種済み証、印鑑を持って保健福祉課で助成の申請をして下さい。

○平成30年度までの間は、各年度中に上記年齢となる方が、定期予防接種の助成対象となります。
○平成31年度以降は、毎年65歳になられる方のみ対象になります。

 高齢者向け肺炎球菌ワクチンのご案内について

実施日

5月12日㈮
９：００～　９：４５
１０：００～１０：４５
１１：００～１１：４５

曽爾ふれあいセンター前
曽爾村役場前
旧下曽爾小学校体育館駐車場

時　　間 実　施　場　所

または、60歳以上65歳未満の者であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機
能又はヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害を有する方

対 象 年 齢
  65歳（昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生）
  70歳（昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生）
  75歳（昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生）
  80歳（昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生）
  85歳（昭和7年4月2日生～昭和8年4月1日生）
  90歳（昭和2年4月2日生～昭和3年4月1日生）
  95歳（大正11年4月2日生～大正12年4月1日生） 
100歳（大正6年4月2日生～大正7年4月1日生）

回数

１回

内　容

１回につき
自己負担金
2,000円で
接種できま
す。

平成29年度狂犬病予防集合注射 日程
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曽爾村オリジナルツアー（予定）

●　参加者　　　アメリカ人　（中学生〜70歳程度）
●　受入人数　　1名〜2名　（10 件程度）
●　応募方法　　曽爾村地域建設課にお電話下さい　☎ 0745-94-2106
●　申込期限　　平成 29年　4月20日（木）

滞在
期間平成29年6月29日（木）〜7月2日（日）

　平成 29 年 6 月 27 日〜7 月 3 日に、日本とアメリカで交互に開催している交流イベント（日
米草の根交流サミット）が奈良県で開催されます。
　奈良県と日本の文化に触れ、友情をはぐくむことを目的に訪れるアメリカ人参加者を受入れ
てくださるホストファミリーを募集します！
　ホストファミリーの年齢・職業・言語レベルは関係ありません！
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謹んでお悔やみ申し上げます
  3月  2日　大字今井　山田　命子 さん（86歳）
  3月16日　大字今井　小林　保政 さん（91歳）

善　　意　　銀　　行
山田　春子さんより
　亡母　命子さんの生前のご厚情に対し金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

13:00～
16:00

14:00～

4月20日㈭

3ヵ月～
4歳未満

曽爾村食生活
改善推進員

○場所：振興センター
○内容：平成28年度事業決算報告
　　　　平成29年度事業予算計画
　　　　記念講演　等

曽爾村食生活改善
推進員協議会総会

4月17日㈪

○場所：御杖村保健センター
○内容：診察、身体計測、栄養指
　導、育児相談、発達相談など
○スタッフ：医師、看護師、歯科
　衛生士、栄養士、心理士、保健
　師

乳幼児健診

ほけん事業予定表（4月）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　193　　 95
（−1）（±0）

掛　　105　　 51
（±0）（±0）

長　野　175　　 79
（±0）（±0）

小長尾　124　　 52
（−1）（±0）

今　井　210　　 91
（−2）（±0）

塩　井　108　　 52
（±0）（±0）

葛　　135　　 51
（±0）（±0）

太良路　119　　 54
（±0）（＋1）

伊賀見　368　  160
（−1）（±0）

（平成29年3月1日現在）

4月号
平成29年4月1日発行

（通巻546号）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

人口1,537人
（−5）

男　718人
（−2）

女　819人
（−3）

世帯数685世帯
（＋1）

（平成29年3月1日現在）

　曽爾村読み聞かせの会より、図書室図書充実のためにご寄付をいただきました。誠にありがと
うございました。

ご結婚おめでとうございます
  2月15日　大阪府堺市　辻本　大樹　　さん
　　　　　　大字太良路　細谷　仁美　　さん
  2月18日　御所市　　　北村　友希雄　さん
　　　　　　大字伊賀見　田平　麻理子　さん

開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分〜17時15分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時
☆平日、図書室に職員がいませんので、教育

委員会事務局までお越しください。

図 書 室 だ よ り

出生おめでとうございます
  2月18日　大字今井　　青山　桂

けい
大
た

　くん
　　　　　　　　　（父　青山　大輔　さん）
　　　　　　　　　（母　青山　綾子　さん）

　村の相互の結びつきを深め、村の人々の豊かな生
活に貢献する目的で、第１回曽爾村文化祭を企画し
ています。絵画、写真、木工など、貴方の自慢の作
品を展示してみませんか？
　詳細については、６月号の広報をご覧下さい。

日　時　平成29年8月中旬
　　　 （曽爾村夏祭りと同時開催予定）
場　所　曽爾村老人福祉センター
内　容　○作品展示
　　　　　絵画・写真・手芸・陶芸・木工など。
　　　　 （年齢・ジャンルは問いません。）
　　　　○パントマイムなどの劇
お問い合わせ　（仮称）曽爾村文化祭実行委員会　☎0745-94-2101
　　　　　　　（曽爾村役場企画課内　地域おこし協力隊　山本佑子）

曽爾村文化祭出展作品募集！！


